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盲学校児童に贈る音声式教具の開発

1 . はじめに

昨年度の本プロジェクトで開発し、 学生向け製作講

習会を実施した 「音声式点字タイフ
。

教具」は、 熊本県

立盲学校への贈呈後に同校の推薦で全国へ紹介され、

多数の導入希望がある事が判明した。そこで今回は、

教具の改良検討を加えた開発・製作と寄贈のプロジェ

ク卜を改めて実施した。また、 本プロジェクトが起点

となった幾つかの全国的展開がはじまっているので、

併せて報告する。

2. 開発製作セミナーの概要

今年は「音声式点字教具の開発・製作セミナー」と

題して主に工学部 1～2 年生を中心に学生募集をした

結果、 申込みが 3名 （大学院 2 名・学部 2 年生 1名）

あり、教具2台を製作するセミナーを実施した（図 1）。

日時：平成24年9月24日～26日

会場：革新ものづくり教育センターものづくり実習室

講師：技術部計測制御WG（須悪・ 大嶋 ・ 松田 ・ 寺村）

表l. セミナ一日程表

日 実施テーマ 講習内容

事 安全講習の受講 －ものクリ工房安全講習の受講

日IJ （各自で） ・ レーザー加工ライセンス講習

－音声合成LSIの動作評価

－本体加工効率向上の検討

第 改良検討 ・フリー CADソフトによる部品

1 部品製作 設計演習

日 電子回路入門 ・レーザー加工機の操作演習

－電子回路・素子の基礎講習

－基板はんだ付け実習

第 －安全講習未修了者の受講

2 製作実習 －前日までの課題製作

日 －本体アクリノレ接着

• PIC18入門

第 マイコン制御 －音声合成モジュ ーノレ動作演習

3 音声合成演習 －本体組み上げ

日 仕上げ －内部配線仕上げ

－動作確認

2. 1改良の検討

前年度の初号機製作で、手間取った手作業工程の簡素

化・高品質化のため、 本体設計変更、 ネジ穴加工の廃

止、 木部品のレーザーカット導入等を実施した。
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図1セミナーで教具製作する学生

また 生産コスト低減のため、 音声合成モジュ ールと

安価な音声合成LSIの2つの比較・検討を行った。

教具としては「音質」「五十音の聞き取りやすさ」が重

要であるので、 初号機と同様に音声合成モジュ ーノレの
継続採用を決定した。

なお、 制御回路のプリント基板は別予算で外注した

物を本セミナーでも使用し、 製作時間の大幅な軽減に

つなげた。このような意見交換を経て製作した教具が

「音声式点字タイプ教具司rpe2」である。（図2)

図2音声式点字タイプ教具司rpe2

2.2他プロジェクトからの参加

熊本大学「きらめきユース ・ プロジェクト」の 「技

術で貢献！点字って楽し化プロジェクトチー ム」工学

部学生 9名も、 製作技術習得のため本セミナーに同席

した。彼らは、 昨年度の本事業に参加した学生が、 教

具贈呈という形での社会貢献体験に感動して結成した

製作ボランティアチー ムであり、 教具の全国普及を目

指してプロジェクトを企画・申請して採択された。

こちらのプロジェクトは12台の製作を掲げての参加

であり、 セミナー中は 2 人で 1台の製作を目指した。





copyright protection
長方形




